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トl)原発性肝細胞癌と他臓器癌との重複症例の

検討
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近年,高齢者の増加と癌の診断および治療法の進歩に

より重複感をみる機会が増えている.今回,当科では経

験 し,+=原発性肝細胞癌 LH(i(11と他臓器との重複癌10

症例について争若干の文献的考察を加えて報告する.

1981年から1997年までの17年間に,当科に入院 した

HCC患者 158例について重複癌合併の有無を調査した.

HCCと診断された158例中産複痛は10例で, これは

HCC全体の6.3%にあたる,合併 した他臓器痛の内

訳は,胃癌3札 大腸癌3f札 陣臓癌 ･胆掛缶･瞳旺痛 ･

口腔癌が各 1例であった.東複癖患者の平均年齢 は

61.5歳,通常(7)単独の ri(LlCは6･1.6歳でふっ/+I.輿

特性重複癌患 打(17平均車齢は61.6歳.同時性~ホL.柁癌

Goo/Oだ･.-た.肝硬変併存率は前便癌で 70.00い､ 早独癌

今後もさらに痛の診断技術と治療法の遊歩などによる

生存期間の延長に伴い,塞複癌の頻度は増加すると考え

られ,HCCにおいてあ薮複痛の存在を念頭に置く必要

があると考えられる.

15ト インター7ェロン治療 による f-IL-l＼:'IRNjl

陰性化 4年後に発生 した肝細胞癌の 1例
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C型慢性肝炎患者に対するインタ-フェロン HFN)

療法による発癌率の低下が報告されている.特に著効例

では顕著であり9本例のように,壇年以上を経ての発癌

例は,稀と考えられた.挙例の場合ずiFN 治療時に既

に存在 していた轍Jj､病変が炎症の軽快後も,横槍に進行
してきたのではないかと考えられた.従って,たとえ,

著効例であっても,IFN 治療後の定期的な経過観察は,

欠かせないと考えられた.
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当院で T:＼E または PFJIT を施行Lた肝細胞癌2佃･:

例,30病巣に射して治療前後で MR‡を施行 し,革に

ダイナミック MR‡の有周性を検討 した.

再発群13病巣と非再発欝17病巣とで比較 してみると,

Tl,T2強調画像ともに信号強度が低下 した症例で予

後良好な症例が多かった.

腰痛濃染パタ-ンでは,濃染なしの症例は食倒再発を

認めず,濃染ありの症例は太半が再発症例であった.
リング濃衆パタ-ンを示 した症例は,半数に再発が認

められたが,再発なしの症例については経過観察複には

全例が漉東なしとなった. またやPEiT 症例ではリン

グ濃染パタ-ンを示しても,予後が良い可能性を示唆し

た.

ダイナミック MRIは, uビオ ドールによる影響を

受けにくく中将に TAE 後の評価 に有用で あ る と 考 え

られた.

17) 肝癌局所療法 としての経皮的マイクロ波凝

囚療法 (Pll('T､ぅ
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肝癌に対する局所療法としての桂皮的マイクロ波凝固

療法 tPMeTlを検討 し,+I.1･lG 誘導針と深部電極 T

MD-16を挿入し,60WX甜秒間で平均 2.5回の凝固

を行った 対象は肝細胞癌30例で,平均年齢は68歳 (45

-87歳),B型 2例8C型27例で,うち87%に肝硬変を

合併していた.腫晦洋はl.2- 6.･lLTI11Llf7央植 2.7

cm)a)結節型肝癌で,うち絶対的適応の 3cm 以下は

15例であった.径3cm 以下では壊死効果 TNV (完

全壊死)は12例80.0%書Ⅳ (50%以上)3例20.0%で

極めて有用であり,6カ月後の局所再発は2例であった

3(1111､1卜ILilは TN＼･'1)例13.SOP,n:10fq66.丁oo. m

3例で,渡癌残存のため追加治療を要 した.合併症 とし

て術中の熱感と穿刺痛を認めたが,重篤なものはなかっ


